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研究成果の概要（和文）：　視覚障害者が外界知覚と地理知識をいかに統合するかについて，VRを用いて解析し
た。そのため弱視者の歩行中での周囲の見え方について，没入型VRシステムを用いて計測システムを構築し，足
元の見え方を計測した。
そのためまず歩行者の頭部の3次元座標を赤外線カメラにより計測し，歩行中の足元に図形を投影するシステム
を構築し，歩行者の足元の見え方を心理物理学的に計測した。
　計測システムの有効検証のため，まず晴眼者（健常者）を用いた計測実験を行って動作を確認し，その後，弱
視者を対象とした実験に展開した。また弱視者に対し，歩行中の足元に文字，幾何学図形，光点を提示する実験
を行いて実験手続きについて検討した。

研究成果の概要（英文）：　We used VR to analyze how visually impaired people integrate their 
perception of the outside world with their geographic knowledge. For this purpose, we constructed a 
measurement system using an immersive VR system to measure how a person with low vision sees his/her
 surroundings while walking, and measured the visibility of his/her feet. We measured the 3D 
coordinates of the pedestrian's head using an infrared camera, and then constructed a system that 
projected figures onto the pedestrian's feet while walking, in order to psychophysically measure how
 the pedestrian sees his or her feet.
　The measurement experiments were conducted by using normal subjects with clear vision to confirm 
the system's operation, and then conducted experiments using low vision subjects. Then experiments 
for low-vision subjects in which letters, geometric figures, and light dots were presented while 
walking, and examined the experimental procedure.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　視覚障害者は，残存視覚や他の感覚系で外界を知覚し，現在地，目的地，その間の経路に関する地理的な知識
を活用して街なかを歩く。これに対し本研究は，外界知覚と地理知識がいかに統合されるについて，バーチャル
リアリティ（VR）を用いて解析した。まず晴眼者（健常者）を用いた計測実験を行って動作を確認し，その後，
弱視者を対象とした実験に展開した。
　視覚障害者は一般に足元が見えづらく歩行による移動が困難になっているが，歩行時の足元知覚を計測する方
法はこれまで提案されていない。これに対し本研究は，VRシステムを用いて地面に視野計を作り，弱視者が歩く
ときの足元知覚を計測するところに新規性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

視覚障害者は，残存視覚や他の感覚系で外界を知覚し，現在地，目的地，その間の経路に関す

る地理的な知識を活用して街なかを歩く。この歩行行動については視覚障害者の日常生活での

現象観察は行われているが，メカニズムの解析はほとんど行われていない。特に，視覚障害者

は一般に足元が見えづらく歩行による移動が困難になっているが，歩行時の足元知覚を計測す

る方法はこれまで提案されていない。 

 

２．研究の目的 

これに対し本研究は，外界知覚と地理知識がいかに統合されるについて，バーチャルリアリテ

ィ（VR）を用いて解析した。そのため，まず晴眼者（健常者）を用いた計測実験を行って動作

を確認し，その後，弱視者を対象とした実験に展開した。 

 

 

 

 

  



３．研究の方法 

本研究で用いたVRシステムは最大辺が7.8メートルあり，10歩ていどの歩行が可能である。こ

の利点を生かし，歩行者の頭部の 3 次元座標を赤外線カメラにより計測し，歩行中の足元に図

形を投影するシステムを、まず構築した。さらにこの計測システムを用いて、歩行者の足元の

見え方を心理物理学的に計測する手続きを構成した。計測においては，まず晴眼者（健常者）

を用いた計測実験を行って動作を確認し，その後，弱視者を対象とした実験に展開した。その

ため網膜色素変性症による求心性視野狭窄の症状を有する弱視者に対し，歩行中の足元に文字，

幾何学図形，光点を提示する実験を行いて実験手続きについて検討した。 

 

 

 

 

 

４．研究成果 

本研究では，VR を用いて弱視者の足元知覚を計測するシステムを構成した。視覚障害者が街な

かを歩いて移動するときには，歩行時に足元が見えづらいことが問題になり，駅のホームから

の転落事故では死亡事故に至る事例も多数発生している。しかしながら歩行時の足元知覚を計

測する方法はこれまで提案されていない。本研究は，安全安心のために重要であるにもかかわ

らず，定量的な研究が行われてこなかった足元知覚について，新規なシステムを用いて計測す

る手法を構成した。研究代表者の喜多は，令和元年度では，11 月に日本基礎心理学会第 38 回

大会で視覚障害に関するシンポジウムとバーチャルリアリティに関するシンポジウムを企画し，

2020 年に放送大学出版会から「生活環境と情報認知」の改訂版を出版した。 
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